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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のデータストリームの与えられたスイッチングポイントで、第二のビデオ系列に対
応する第二のデータストリームにより後続される第一のビデオ系列に対応する第一のデー
タストリームの送信のための、圧縮されたビデオデータストリームのスイッチング方法で
あって、
　前記第一及び第二のビデオ系列は、グループオブピクチャ（ＧＯＰ）構造に従って符号
化され、それぞれのＧＯＰは、イントラモードで符号化されるイントラタイプのピクチャ
、インターモードで符号化される予測タイプのピクチャ及びインターモードで符号化され
る双方向タイプのピクチャを含んでおり、
　当該方法は、
　その送信の前に、ピクチャの符号化順序に関して、前記スイッチングポイントに続く第
一のＧＯＰのイントラピクチャに続くピクチャ及び双方向タイプのピクチャを、交換ピク
チャと呼ばれる双方向ピクチャで置き換えることで、前記第二のデータストリームを変更
するステップを含み、
　前記交換ピクチャのピクチャブロックは、ゼロの残余と、前記交換ピクチャにおけるブ
ロックの位置及びインター符号化のために使用される参照画像に関する前記交換ピクチャ
の時間的な位置に従って順方向又は逆方向のベクトルであるゼロの動きベクトルとを有す
る、
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第一及び第二のデータストリームはＭPEGストリームであり、
　前記ピクチャブロックは、マクロブロック又はマクロブロックのサブパーティションで
ある、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記順方向又は逆方向ベクトルは、前記マクロブロック又は前記サブパーティションに
帰属される参照画像に関するインデックスにより定義される、
ことを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
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　逆方向の予測の交換ピクチャにおけるブロック数は、問題とされるピクチャの時間的な
位置が後続する参照画像に近くなるときに、あるピクチャから別のピクチャへと増加する
、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記ピクチャブロックは、参照画像に関する予測に関して重み付けされ、重み付けの割
合は、参照画像に関して交換ピクチャの時間的な位置に関連される、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
　重み付けの割合は、マクロブロックのスライスごとに予め決定され、　同じ重み付けの
割合が選択されるマクロブロックの位置に従ってピクチャがスライスに分割される、
ことを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記スライスを定義するためにＦＭＯ（Flexible Macroblock Ordering）ツールが利用
される、
ことを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項８】
　順方向又は逆方向予測のためのブロックの位置は、あるピクチャについて、
　ピクチャブロックのそれぞれについて、０と１の間のランダム数を帰属させるステップ
と、
　それぞれの交換ピクチャに閾値を帰属させるステップと、前記閾値は、問題とするピク
チャが後続する参照画像に向かって時間的に移動するときに増加し、
　あるピクチャについて、前記ピクチャに帰属される閾値を上回る数のブロックを選択す
るステップと、
に従って定義される、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
　ＴＶタイプのスキャンに従って、現在の双方向予測タイプのピクチャのＮb個の最初の
マクロブロックは、逆方向の動きベクトルを使用し、ＮbはＮb＝ＮMB*α*ｂにより定義さ
れ、ＮMBはピクチャ当たりのマクロブロックの数であり、αは１／Ｍであり、Ｍは予測タ
イプのピクチャの周期であり、ｂは、０＜ｂ＜Ｍであるイントラ又は予測タイプのピクチ
ャのインターバルにおける現在の双方向予測タイプのピクチャの位置のインデックス１,
２,３，．．．，である、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
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